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月内部の構造不均質と深発月震及び月表面のトリウム分布との関係

Lunar interior structural heterogeneity and its relation to deep
moonquakes and thorium abundance distribution
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Zhao et al. (2008)は，Apollo月震波走時データを用いて月表側下の深さ1000 kmまでの3次元速度
トモグラフィーを決定し，月内部に不均質構造が存在することがわかった．また，高速度域，ま
たは高速度域と低速度域の境界部付近で深発月震が発生していることが分かった．
深発月震は深さ1419 kmまで発生しているので，本研究では，より深部までのトモグラフィーの
決定を試みた．Apollo月震波走時データ（Lognonne et al., 2003及びNakamura, 2005による）を
用いて，1400 kmまでのP波とS波の速度トモグラフィーを決定した．221個のP波データ，381個
のS波データを用い，Zhao et al. (2008)の解析方法を用い，グリッド間隔を変化させるなど詳細
な解析を行った．
本研究の結果、月の内部には顕著な不均質構造が存在し、また高速度域あるいは高速度域と低速
度域の境界部付近で深発月震が発生していることがわかった。また、月表面のトリウム分布
（Lawrence et at., 2000; Jolliff et al., 2000）との比較を行った。その結果、深さ約２００ｋｍま
では高トリウム地域と低S波速度域、低トリウム地域と高S波速度域に良く対応していることが
わかった。高トリウム地域は温度が高く、S波速度が遅くなると思われる。
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